
■評価の基準

A　地方創生に非常に効果的であった

B　地方創生に相当程度効果があった

■各事業の評価

指標 目標 実績値 事業効果

1

販路拡大や漁業者の漁獲向上や省

力化を推進し、漁業者の所得向上

を図る

1）ICTや省力化を促進した沿岸漁業への取組　12,352千円

・漁獲向上や出荷の省力化に取組む事業者への実証委託

・養殖効率化委託

・先進地視察と指導者招聘

（2）販路拡大　12,530千円

・販路拡大営業旅費(費用弁償)

・販路拡大委託

・市場、小売店、店舗向け生産現場紹介ツアー旅費（費用弁償）

・試作、サンプル等消耗品費

①③

2 藻場保全や環境保全への取り組み

（1）藻場保全への取組

・ウニ駆除、藻場保全委託　5,000千円

（2）環境保全の為の未使用漁船調査・廃船促進

・廃船補助委託　2,500千円

（3）ナマコ育成の強化や養殖業の強化

・養殖場、ナマコ育成調査委託　3,000千円

②

3 新規漁業就業者の獲得

（1）募集活動の充実　5,580千円

・広告宣伝費

・消耗品費

・募集活動旅費（費用弁償）

・募集委託

④

D　地方創生に効果がなかった 　KPIの実績値が開始前よりも悪化した、もしくは取組としても前進・改善したとは言い難いような場合

地方創生推進交付金事業等効果検証一覧表

【海士の水産業底上計画（2022年度～2024年度）地方創生推進タイプ・横展開型】

　全てのKPIが目標値を達成するなど、大いに効果が得られたとみなせる場合

　一部のKPIが目標に達しなかったものの、概ね成果が得られたとみなせる場合

C　地方創生に効果があった 　KPI達成状況は芳しくなかったものの、事業開始前よりも取組が前進・改善したとみなせる場合

No. 交付対象事業の名称
実績（単位：千円）

事業概要
事業内容

（経費内訳）

重要業績評価指標（KPI）

[事業開始前からの増加数]
実績と効果

外部有識者の意見 担当課

内交付金額

関連KPI

2022年度

沿岸漁業推進 37,413 18,707

①海士町漁協の漁獲金

額

　漁協よりデータの提

出により計測。

　

②漁獲量

漁協よりデータの提出

により計測。

　

③増加販路件数

　新規販路数増加に応

じた現実的な目標値と

して設定　〉

④新規漁業者数

地域内外からの新規漁

業者や新規就業者の数

で計測

〈新規漁業者増加に応

じた現実的な目標値と

して設定〉

①15百万

②8.4ｔ

③3件

④１人

①-10百万

②-31ｔ

③３件

④２人

B 地方創生に相当程度

効果があった

・イカの不漁による漁獲量、漁獲金

額の減少で目標値の達成が未達であ

る。次年度は目標の達成をお願いし

たい。販路拡大は今後もしっかりと

取引が続くようにしてほしい

・資源保全について、ガンガゼ駆除

等の効果をしっかり検証してほし

い。引き続き藻場保全のために駆除

を継続してほしい。

・新規漁業者は目標は達成している

が高齢化が目立つのでもう少し漁業

就業者の獲得に努めてほしい。

環境整備課

環境保全や資源保全への取り組み 10,500 5,250

新規漁業者の担い手確保機会拡充 5,558 2,779


